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＜出迎え供給＞
・当社電柱にお客さまケーブルを出迎えて供給する。
・当社がSOG開閉器を施設することで、⾃家⽤側で
は地絡保護装置を施設しないケースが多い。

＜地絡保護装置付き開閉器（SOG開閉器）＞
SO（過電流）G（地絡）検出機能あり

⾼圧電⼒の「出迎え供給」の場合、当社が地絡保護装置付き開閉器（SOG開閉器）を電柱に施設し、
⾃家⽤電気⼯作物を保護していました。
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２．SOG開閉器施設の経緯・全国⼤の状況 2

＜SOG開閉器施設の経緯＞

1990年〜
 「⾼圧受電設備指針」改定により、地絡遮断装置の施設が義務化。
 ⾃家⽤（⾮⾃家⽤）波及事故防⽌への協⼒という観点から、出迎え供給においては
当社でSOG開閉器を施設。

＜全国⼤の状況＞

「出迎え供給」において、SOG開閉器を標準的に施設しているのは当社のみ。



３．取扱い変更 3

2023年10⽉1⽇お申し込み分から、
「出迎え供給」における分岐⽤開閉器は、SOG開閉器から⼿動開閉器に変更いたしました。

（地絡遮断装置は需要者側で施設）

 地絡遮断装置の施設が義務化されてから30年以上が経過し、⾃主保安が原則となってい
る現在において、⾃家⽤波及事故も⼤幅に減少しており、当社でSOG開閉器を取り付ける
意義が薄れている。

 全国的にも当社のみの運⽤であり、他需要者との公平性にも⽋ける。



４．取扱い変更のお知らせ 4

本件につきまして、昨年2023年7⽉に当社ホームページやDM（チラシ）にてお知らせしており
ます。
＜当社ホームページ＞ ＜DM（チラシ）＞


